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群馬県前橋市は、関東平野の北西端に位置し、北に名峰赤城山を  

望み、坂東太郎の名を冠する利根川が市域を南北に貫流する「水と  

緑」をキャッチフレーズにした人口28万を有する県都であります。   

市の歴史は古く、初めてこの地に人々が住み始めたのは、今から  

2万年以上も前の旧石器時代であるということが、発掘調査の成果  

から分かっております。長い歴史の中でも特に古代においてはその  

古墳の多さから「東国の奈良」、また近世においては、江戸幕府を  

守る要衝の地として「関東の華」と称され、さらに近世末期から明  

治・大正時代にかけては、我が国の生糸貿易を支える養蚕製糸業の  

中心地として発展してきた歴史の薫り高い街でもあります。   

近年における各種開発の波は、首都圏に含まれる本市においても  

著しく、開発と埋蔵文化財保護の取り扱いがクローズアップされて  

きております。   

この報告書は、平成3年度に前橋市教育委員会が市内遺跡発掘調  

査事業として国庫補助を受け実施した、各種開発に伴う遺跡の範囲  

確認調査、並びに遠見山古墳周堀推定地内における緊急発掘調査の  

成果をまとめたものであります。確認調査の実施に伴い、不確定で  

あった遺跡の分布状況が明らかになってまいりました。また、未調  

査であった総社古墳群中最大規模を誇る遠見山古墳の周堀範囲の一  

部が明らかになり、大きな成果を上げることが出来ました。   

本事業を実施するに当たり、御協力をいただきました土地所有者  

をはじめとする関係各位に深く感謝するとともに、市民の皆様の文  

化財保護に対する一層の御理解を祈念敦すところであります。  

平成4年3月  

前橋市教育委貞会  

教育長 岡 本 信 正   



例  仁コ  

1．本報告書は、平成3年度に発掘調査及び試掘調査を実施した市内遺跡の概要をまとめたもの   

である。  

2．本事業に係る経費は、平成3年度文化財補助事業として、国庫補助、県費補助及び市費によ  

り計上されている。  

3．本報告書では平成3年7月の事業開始より平成4年1月末日までの調査の概要を収録してあ   

る。2～3月分については平成4年度の報告書に掲載する。  

4．発掘調査は前橋市教育委員会文化財保護課で行なった。  

調査 井野誠一、新保一美、飯島勝亥  

整理 井野誠一  

5．発掘調査に係る記録類、出土遺物等は前橋市教育委員会文イヒ財保護課で保管している。  

6．遺構測量は株式会社アカギ・サーヴュイに依頼した。   

墳丘平面図は平成2年度に作成した図を使用している。  

8．発掘調査及び報告書作成にあたり、下記の方々にご指導、ご協力をいただいた。記して感謝   

する。  

神谷雄二、志塚昭、飯塚登、岡田恒宏、綿貫綾子、神谷寿男、飯塚誠、木津博明   

大塚美智子、戸丸澄江、柴崎まさ子、神保千代子、生形かほる、赤城美代子  

凡  例  

1．各遺跡の略称は次の通りである。   

T：試掘トレンチ W：溝  

2．遺構・遺物の実測図の縮尺は次の通りである。   

遺構平面図1／666 断面図1／700 遺物1／4  

3．遺構平面図及び文章中の方位は全て真北を基準とする。   
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確認調査地一覧  

No   所 在 地   開発面積㌦   調査日   調 査 概 要   

2  富田町2286－4．5   3，306  3．7．26   カクランの土層、奈良・平安の土  

師器片数点   

908  3．8．9   建物部分には近世の溝2条、北側  

4  総社町総社城川1405   908  3．8．30   3号で確認の堀の規模、走向を調  

査。（城川遺跡）   

5  中内町78－1   4，228  3．9．5   遺物遺構ともむ；検出されず、軽石  

層なし   

6  筑井町28－1外   1，710  3．9．9   土坑、縄文土器片、奈良・平安時  

7  今井町165－1   4，173  3．9．10   遺構なし、奈良・平安時代土器片  

数点   

8  大手町2－4－12   280．5  3．9．17   前橋城土塁盛土確認   

9  宮地町6－5   2，287  3．10．24   遺物、遺構ともに検出されず   

10  上新田町678外   1，308  3．11．20   古墳時代土器片数点0   

田  下新田町556外   7，000  3．11．18・19  B軽石層（水性二次推積）検出。  

遺物、遺構なし。   

12  公田町682－1外   2，005  3．11．12   B軽石層なし。   

13  稲荷新田町32ト1外   3，830  3．12．11   遺構・遺物とも検出されず。   

14  北代田町569－1外   4，248  3．12．12   遺構・遺物とも検出されず。   

15  今井町174－4   1，557  4．1．14   旧河川検出・走向確認。   

16  総社町総社城川1638   1，053  4．1．27   遠見山古墳周堀確認。堀の規模、  

～2．1  走向を調査。（城川遺跡）   

－1－   



2．平成3年度調査の概要（位置図）  

ー 2 －   



3．城川遺跡調査報告書   

（∋調査に至る経過   

城川Ⅰ遺跡（総社町総社字給人城川1405）は平成3年7月23日付で神谷雄二氏より宅地造成  

（個人専用住宅）に伴う埋蔵文化財確認調査の依頼が出され、8月9日に確認調査を実施した。   

その結果、古墳の周堀からは建物ははずれるものの、近世の溝が確認されたため調査を実施   

した。また遠見山古墳周堀については範囲確認調査を実施した。調査は8月30日に実施した。   

城川Ⅱ遺跡（総社町総社字給人城川1408）は平成4年1月10日付で神谷雄二氏より宅地造成  

（個人専用住宅）に伴う埋蔵文化財確認調査の依頼が出され、城川Ⅰ遺跡の状況から建物部分   

は周堀の外になると考えられたが、遠見山古墳墳丘が旧状と大きく変更をうけており、不明な   

点が多くあるため南西部の周堀の状況を把握するため範囲確認調査を実施した。   

調査は平成4年1月27日から30日まで行なわれた。   

②周辺の遺跡   

城川遺跡の所在する総社町総社字給入城川はその地名の示すように江戸初期この地にあった   

総社城の城内に位置する。遠見山古墳の遠見山の名称も城の遠見に使われたことによるものと   

伝えられる。そのため墳丘はかなりの改修をうけている。墳丘上には近年まで遠見の跡と思わ   

れる建物の基礎があったとのことである。   

遠見山古墳の北東隅へ西からのびる小道は、総社城の大手門からのびる道と伝えられ、‾この   

道が墳丘にあたる地点より墳丘上にのぼる通があったとも言われる。  

また、総社城築城以前または築城後も周辺には古墳が存在していたようである。遠見山古墳  

インヤマ  の北100mの地点は通称「石山」と言い河原石が多数出土する地点である。15年ほど前に農作   

業中に盾・馬？・円筒埴輪等が出土している。時期は5世紀代のものか。明治期に削平された   

との詰もあり仮称「総社石山古墳」と考えてもよいと思われる。   

他にも周辺の地下に石が埋まっているとの話は多く、他に古墳の存在する可能性は高い。  

（∋調査の概要   

城川Ⅰ遺跡   

遠見山古墳墳丘の南東部下にあたる。事業地内に3本の試掘トレンチを設定し、遠見山古墳周  

堀の確認調査を行なった。旧地形で墳丘にそって一段低く旧水田（現畑地）がつらなっており、  

ここが周堀と考えられた。   

南北に設定した第1・第2トレンチでの調草の結果、第1・2トレンチとも北端に旧用水路が  

通り墳丘を若干削っていたものの、現墳丘下より1～2mほどで周堀の立ちあがりがあり、この  

部分の形状は大きくかわっていないものと思われる。   

一部露出していた墳丘盛土中にはC軽石を含む黒色土が確認された。墳丘地山と考えられる。   

周堀の南の立ちあがりは第1トレンチでは確認された。ロームの地山である。周堀の断面は急  

一3－   



な落ち込みと平坦な底をもつ。   

南の立ちあがりにほぼ接し、若干上端を削平して、近世と考えられる溝が検出された。周堀よ  

りも深く掘りこまれていた。土が軟弱なため底まで検出できなかったが、箱型の断面をもつもの  

か。   

この溝は第2トレンチでは周掘の南の立ちあがりを完全に削平していた。   

第1トレンチの南への延長部と、中間地点より東への第3トレンチではB軽石を含む溝1条が  

検出された。第1～3第トレンチでの遺物は埴輪のみで、全て原位置より動いているものであっ  

た。   

城川Ⅱ遺跡   

遠見山古墳の南から南西部にあたる。南北に第4、第5トレンチを設定したほかに、土地所有  

者の了解を求め確認用のサブトレンチを設定した。（6～9トレンチ）   

第4・第5トレンチでの確認調査の結果、墳丘の南西部は大規模な削平をうけていることが判  

明した。南西端では9mに近い。   

第8・9トレンチでは周堀の南の立ちあがりの状況がつかめ、第6・7トレンチでは周堀及び  

墳丘の南西コーナーが確認できた。   

第1・第2トレンチで検出された近世の溝は第4トレンチでは確認できなかった。   

第1～9トレンチでの調査結果によって遠見山古墳の旧状を想定した。想定墳丘の全長81m、  

前方部巾49m、後円部径42m。周堀は上端巾約10mで、堀を含めた総長は100mと想定される。   

なお、想定は現墳丘の最高部を基線に対称形の築造と考えたものである。   

また、第4・6トレンチの周堀最下層からFAが検出された。築造後かなり早い時期の降下で  

あると考えられる。   

このFAは第4・5トレンチ南に東西に通る溝の下部よりも検出されている。   

遠見山古項は未指定の古墳であるうえ、後世の変更で墳丘の形状もかわっており、調査もなさ  

れていないためその状況については推定の点が多かった。今回の調査もトレンチによる範囲確認  

調査で、資料も十分ではないが、遠見山古墳解明の一歩となるものと考える。   

④遺物の概要   

検出された埴輪は全て円筒埴輪片であるが、大別すると二種類に分けられる。   

赤色塗彩がみられるものは、2・4・9・10・13・1ち・25・38・39である。これらは焼成良好  

で褐色を呈す。塗彩は確認できないが同じ焼成のものに、1・3・5・11・12・14・16・36・41・  

43がある。この焼成のものは多くが突帯の断面形が平坦な台形を呈するものが多く、他は方形の  

断面を呈するものが多くみられる。前者のうちには突帯の上面が窪んでいるものも含まれており  

（3・12・14・41）、さらに細かい細分が可能である。またすかし孔が確認できるのは25・26・  

37・43の4点であるが、25と他では孔の加工が異なり、25は内径が狭くえぐられている。25は前  

者の一群に含まれる。  
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城川遺跡調査地位置図   



城川遺跡断面図  

刑平された旭丘  

－120．00m  

0  10  20m  

土層説明  

1．暗褐色砂質土層  
2，黒灰色砂質土層 小礫含む、締りあり  
3．黒褐色粘質土、締りあり、Bを含む  
4打 褐色粘質土と砂の浪士、FPまじる  
5．3層に同じ  
6．暗褐色粘質土と砂の浪士  
7．4＋8層の浪士  
8．黒色高締粘質土  
9．FA層  
10．黒色粘質土  
11．暗黄褐色砂質土  
13．FA層  
14．暗褐色粘質土   

10   9  
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城川遺跡遺物図版（埴輪）  
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城川遺跡遺物図跡  
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写真図版（1）  
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写真図版（2）  

．1‾山巨■■1■1■F  

牌 丁＝ 

醒嘩準聖聖古書                  r  －■与▼一－－   

ゝ－ノ  ＿げ  

・ゝ 書ト  

！ノ ′L           ∴去蔓魂豊艶き碍 トゲ■l    ・・■＿－  

■   さ■ ′．】  ▼＿．  J l r ■〝．－‘■il ＿ 妙J 
■∫げ㍗   

■局：、・■ニニ・′つ  

周堀南立ちあがり南西部  

ト
 
 
 
H
r
l
 
 

ヽ
 
 

周堀南西コーナー部   



写真図版（3）  

り
′
サ
ー
 
 

■
＿
 
 

■
 
 
．
■
－
 
 

濁
止
 
 、1－  ト√  

、
l
一
㌧
 
ゞ
．
く
 
 

瀞
 耳

押
榔
紺
廿
■
 
 

－
 

J
打
席
鵡
川
H
什
 
 
．
〃
 
 
ノ
H
f
．
一
J
－
1
ユ
一
軒
一
「
■
．
1
 
 

鞋
 
 

、
、
 
 

【lヽW■■＿±．ナ・1｝－       J・  
●t■  

l 

と‾弔辞   
ヰ
＝
軋
冊
瑚
附
 
 

一
－
、
‘
一
 
 

■」－“■巨㌧∵∵埼㍗  †i、   
一－■■＋l■′   

▲lこさ：           11ヽ  

ニーご、心  ー．′TL－・－  ■ d  ■ 
「．  

1  

キ  
・声叫r → ・   

ニ｛ ＿′可T．   
‾＋ ヽ「  ′  

1■■  

・‘－よ  

．．．．   か  

－メ＿  

こJ ■■－ ′  

一「・－－・＝一一  

▼  ヽ⊥・、、  
l／  

」■F■、   

＋ゝ  

ト、－  

、†′■  ■已⊥一  
F・＃・ 

▲ ′  戸■ 

■■一   、 －J  

√t・．－ 
∴、r   

凍二事塩  
‾  

t  ㌔ ・●  
＿ ∴ポ17  

；、！  

L′ヤ 

・‘ク了 ・●  ．l  

■   ＿．  
■■  

ん  
′‾‾ 

囁≠皐忘  パ椒二十妻  →  、1▲JL  

．；  

・ ム＿エ㍉．⊥一声・・了∫・・†トr■■  
墳丘南西コーナー部  

←㌧  ■  
「■トご  ＿・．こ ＿、こ．ナ  

≡一1雨曇  

‾■エ【丁‾’ギ還慰範景 瑚 

一一項転・志∵温室ざ箋  
t′  

≡  一1 

拙ノヱ∴亮＃ ・ 
ヽI  

‡∴き∴▼克一たぷて一㌢音量王  
ー、′ ■．、＝tぎモ「   

・㍉り∴ご － ＋1R  

i適宗主式部鮭説こ竃‡‡  

遠見山古墳南側全景  
（城川l・口述跡）   



市内遺跡発掘調査報告書  

印刷 平成4年3月20日  

発行 平成4年3月30日  

発行 前橋市教育委員会   

印刷 株式会社前橋印刷所   



ト
 
／
t
＼
 
 

（一、  

／
l
＼
 
 

′
し
 
 
 



■
■
 
 
 

■
上
．
 
 

l
冒
 
 

レ
 
■
一
成
l
 
 

t
 
 

≡＝＝ンr  
一■  


	市内遺跡3.pdf
	市内遺跡3-2.pdf
	市内遺跡3-3.pdf
	市内遺跡3-4.pdf
	市内遺跡3-5.pdf

